

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ivil Society in Japan: Voices of Environm
ental 
M
ovem
ents
が
、
日
本
財
団
に
よ
る
﹁
現
代
日
本
を
理
解
す
る
英
文
図
書
100
冊
﹂
に
選
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
り
ま
す
︱
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
東
北
大
学
内
で
の
お
仕
事
に
つ
い
て
見
て
み
ま
す
と
、
た
と
え
ば
、
文
学
研
究
科
で
は
、
総
務
企
画
室
長
や
学
務
教
育
室
長
、
研
究
広
報
室
長
、
長
谷
川
公
一
教
授
の
業
績
と
学
風
小
　
松
　
丈
　
晃
七
135
東
北
大
学
文
学
部
阿
部
次
郎
記
念
館
運
営
委
員
会
委
員
長
な
ど
の
要
職
を
務
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
二
〇
〇
七
年
の
﹁
青
春
の
エ
ッ
セ
ー 
阿
部
次
郎
記
念
賞
﹂
の
創
設
・
運
営
に
も
携
わ
り
、
二
〇
一
三
年
か
ら
三
年
間
、
選
考
委
員
長
を
つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
東
北
大
学
出
版
会
に
は
、
一
九
九
六
年
時
の
発
足
に
も
関
わ
っ
て
お
ら
れ
、
以
来
、
理
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
学
外
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
国
内
の
学
会
で
の
主
な
活
動
だ
け
で
も
、
日
本
社
会
学
会
で
は
常
務
理
事
や
国
際
交
流
委
員
長
、
庶
務
理
事
、﹃
社
会
学
評
論
﹄
編
集
委
員
長
な
ど
を
つ
と
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
し
、
ま
た
、
日
本
学
術
会
議
連
携
会
員
、
日
本
学
術
振
興
会
専
門
研
究
員
、
日
本
環
境
会
議
理
事
お
よ
び
代
表
理
事
を
も
ご
経
験
で
す
。
環
境
社
会
学
会
、
東
北
社
会
学
会
、
東
北
社
会
学
研
究
会
で
は
会
長
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、﹁
環
境
社
会
学
会
﹂
で
は
、
そ
の
発
足
と
学
会
誌
﹃
環
境
社
会
学
研
究
﹄
の
創
刊
に
ご
尽
力
さ
れ
、
創
設
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
環
境
社
会
学
会
の
創
設
は
、
の
ち
の
、
環
境
経
済
・
政
策
学
会
︵
一
九
九
五
年
︶
や
環
境
法
政
策
学
会
︵
一
九
九
七
年
︶
発
足
や
、
韓
国
で
の
環
境
社
会
学
会
︵
二
〇
〇
〇
年
︶
の
発
足
の
刺
戟
・
モ
デ
ル
と
も
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
国
際
社
会
学
会(International 
Sociological A
ssociation)
の
理
事
︵E
xecutive C
om
m
ittee 
M
em
ber
︶
や
同
学
会
の
Ｒ
Ｃ
２
４
︵
環
境
と
社
会
研
究
分
科
会
︶
の
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
そ
の
活
動
は
国
際
的
に
も
拡
が
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
四
年
に
、
横
浜
市
で
﹁
世
界
社
会
学
会
議
﹂
が
開
催
さ
れ
た
さ
い
に
は
、
組
織
委
員
会
委
員
長
と
し
て
会
を
成
功
に
導
く
な
ど
、
日
本
の
社
会
学
界
の
国
際
発
信
の
先
導
者
の
一
人
で
も
あ
り
ま
す
。
い
ま
あ
ら
た
め
て
長
谷
川
先
生
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
先
生
は
あ
る
一
つ
の
テ
ー
マ
を
深
く
追
求
す
る
が
ゆ
え
に
、
領
域
と
領
域
の
間
に
あ
る
境
界
線
を
軽
々
と
飛
び
越
え
、
そ
れ
ら
の
異
質
な
領
域
の
﹁
間
﹂
を
橋
渡
し
し
て
ゆ
く
、
そ
う
い
う
﹁
越
境
の
人
﹂
で
あ
っ
た
、
と
強
く
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
自
分
で
境
界
線
を
引
い
て
そ
こ
の
中
に
閉
じ
こ
も
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
先
生
の
ご
活
躍
の
場
は
、
狭
く
社
会
学
の
中
だ
け
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
上
記
の
と
お
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
で
要
職
を
担
う
な
ど
、
先
生
の
ご
活
動
は
社
会
的
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
般
社
団
法
人
地
球
温
暖
化
防
止
全
国
ネ
ッ
ト
で
は
、
そ
の
二
〇
一
〇
年
の
発
足
か
ら
二
〇
一
九
年
六
月
の
任
期
満
了
ま
で
、
お
よ
そ
九
年
間
理
事
長
で
し
た
し
、
公
益
財
団
法
人
み
や
ぎ
・
環
境
と
く
ら
し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︵
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
Ｎ
︶
で
は
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
十
二
年
間
に
わ
た
り
、
理
事
長
を
つ
と
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
原
子
力
資
料
情
報
室
で
は
、
理
事
に
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
と
い
う
世
界
的
な
流
れ
に
逆
行
す
る
、
仙
台
港
で
の
石
炭
火
力
発
電
八
136
所
の
建
設
計
画
に
対
し
て
、
操
業
阻
止
を
求
め
る
市
民
団
体
で
も
活
動
さ
れ
、
二
〇
一
六
年
夏
か
ら
は
、
仙
台
港
の
石
炭
火
力
発
電
所
建
設
問
題
を
考
え
る
会
の
共
同
代
表
に
就
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
二
〇
一
七
年
九
月
二
七
日
に
提
訴
し
た
、
仙
台
パ
ワ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
操
業
差
し
止
め
を
求
め
る
裁
判
で
は
、
原
告
団
長
を
つ
と
め
て
お
ら
れ
る
な
ど
、
ま
さ
に
﹁
行
動
す
る
社
会
学
者
﹂
で
あ
り
、
先
生
の
ご
研
究
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
﹁
社
会
運
動
﹂
を
実
践
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、﹁
越
境
﹂
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
そ
の
研
究
・
活
動
は
、
文
字
通
り
、
地
理
的
に
も
国
境
を
越
え
て
拡
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
訪
れ
た
国
は
、
国
際
会
議
や
調
査
な
ど
仕
事
で
の
ご
旅
行
に
限
定
し
て
も
、
す
で
に
三
十
四
カ
国
に
及
ぶ
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
海
外
で
の
活
動
は
、
も
ち
ろ
ん
、
環
境
社
会
学
等
の
ご
研
究
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
後
の
福
島
原
発
事
故
に
関
し
て
、
国
際
会
議
な
ど
で
数
々
の
ご
講
演
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
や
、
日
本
で
は
じ
め
て
開
催
の
︵
上
記
の
︶
世
界
社
会
学
会
議
の
横
浜
大
会
︵
二
〇
一
四
年
︶
で
、
組
織
委
員
会
委
員
長
と
し
て
そ
の
招
致
や
運
営
を
担
わ
れ
た
こ
と
な
ど
も
、
関
係
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
先
生
は
、
五
二
歳
の
と
き
︵
二
〇
〇
六
年
︶
に
、
俳
人
・
長
谷
川
冬
虹
と
し
て
、
第
一
句
集
﹃
緑
雨
﹄
を
、
ふ
ら
ん
す
堂
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
御
尊
父
も
ま
た
山
形
県
俳
人
協
会
会
長
を
つ
と
め
ら
れ
、
現
在
、
山
形
市
山
寺
に
長
谷
川
耿
子
と
し
て
の
句
碑
も
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
長
谷
川
先
生
ご
自
身
も
、
学
生
時
代
に
す
で
に
﹁
東
大
学
生
俳
句
会
﹂
に
参
加
さ
れ
て
、
句
を
詠
ん
で
い
た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
学
問
の
世
界
を
越
え
て
拡
が
る
先
生
の
活
動
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
、
ご
研
究
に
お
い
て
も
、
社
会
学
の
み
な
ら
ず
経
済
学
や
法
学
、
心
理
学
な
ど
の
先
生
方
と
の
︵
自
然
科
学
も
含
め
た
︶
学
際
的
な
共
同
研
究
を
積
極
的
に
進
め
て
お
ら
れ
た
長
谷
川
先
生
の
研
究
成
果
は
、
学
問
分
野
の
境
界
を
越
え
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
と
よ
り
こ
こ
で
は
、
先
生
の
ご
研
究
の
拡
が
り
と
深
み
に
迫
る
こ
と
は
到
底
で
き
ま
せ
ん
が
、
先
生
の
ご
専
門
は
、
環
境
社
会
学
と
社
会
運
動
論
で
す
。
そ
の
ご
研
究
は
、
大
き
く
言
え
ば
、
次
の
相
互
に
密
接
に
関
連
し
あ
っ
た
三
つ
の
柱
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
社
会
紛
争
と
社
会
運
動
を
焦
点
と
す
る
社
会
変
動
学
の
構
築
で
す
。
こ
れ
は
、
政
治
的
機
会
構
造
、
動
員
構
造
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
文
化
的
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
役
割
な
ど
に
注
目
し
な
が
ら
、
社
会
変
動
学
の
体
系
化
を
は
か
る
こ
と
に
力
点
が
お
か
れ
ま
す
。
そ
し
て
第
二
に
、
環
境
社
会
学
の
体
系
化
で
す
。
こ
れ
は
、
環
境
問
題
と
環
境
運
動
、
環
境
政
策
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
基
づ
く
研
究
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
第
三
に
、
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
政
策
決
定
過
程
の
比
較
社
会
学
的
研
究
で
、
こ
こ
で
は
、
原
子
力
政
策
の
転
換
過
程
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
効
率
化
、
再
生
九
137
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
・
普
及
政
策
に
焦
点
を
あ
て
て
、
政
治
・
社
会
の
構
造
、
社
会
運
動
セ
ク
タ
ー
お
よ
び
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
な
ど
が
主
と
し
て
分
析
さ
れ
ま
す
。
社
会
運
動
論
に
つ
い
て
は
、
大
学
院
生
時
代
に
参
加
し
た
研
究
会
で
の
議
論
を
き
っ
か
け
に
、
新
幹
線
公
害
問
題
に
取
り
組
み
は
じ
め
ま
す
。
そ
の
成
果
は
、
き
わ
め
て
緻
密
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
い
た
、
名
古
屋
新
幹
線
公
害
問
題
に
関
す
る
﹃
新
幹
線
公
害
﹄︵
共
著
︶、
あ
る
い
は
、
東
北
・
上
越
新
幹
線
の
建
設
の
公
害
問
題
を
扱
っ
た
﹃
高
速
文
明
の
地
域
問
題
﹄
︵
共
著
︶
と
し
て
、
刊
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
資
源
動
員
論
を
、
日
本
社
会
と
い
う
脈
絡
の
中
で
高
い
次
元
で
実
証
し
た
成
果
で
も
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
こ
の
研
究
は
、
社
会
運
動
論
の
さ
ら
な
る
展
開
の
た
め
に
、
こ
の
資
源
動
員
論
の
意
義
を
よ
り
精
緻
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
の
課
題
に
も
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
新
幹
線
公
害
に
関
す
る
調
査
研
究
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
資
源
動
員
論
に
関
す
る
理
論
的
研
究
は
、
た
と
え
ば
岩
波
書
店
の
﹃
思
想
﹄︵
七
三
七
号
︶
に
掲
載
さ
れ
た
﹁
社
会
運
動
の
政
治
社
会
学
︱
資
源
動
員
論
の
意
義
と
課
題
﹂
︵
一
九
八
五
年
︶
と
し
て
結
実
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
に
資
源
動
員
論
を
本
格
的
に
紹
介
し
た
労
作
で
あ
り
、
現
在
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
資
源
動
員
論
の
全
体
像
は
、
当
時
、
そ
の
発
祥
の
地
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
十
分
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
主
要
な
成
果
と
意
義
、
ま
た
そ
の
理
論
的
課
題
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先
生
に
よ
れ
ば
、
資
源
動
員
論
は
、
社
会
運
動
を
た
ん
に
社
会
運
動
組
織
が
動
員
し
う
る
資
源
量
の
関
数
と
し
て
み
る
と
い
う
視
角
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
い
わ
ば
﹁
社
会
運
動
の
政
治
社
会
学
﹂
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
拡
が
り
を
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
議
論
の
特
徴
の
一
つ
は
、
社
会
運
動
の
分
析
視
点
を
、
参
加
す
る
個
人
の
レ
ベ
ル
か
ら
、
集
合
的
行
為
者
で
あ
る
︵
社
会
運
動
︶
組
織
の
レ
ベ
ル
へ
と
引
き
上
げ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
他
方
で
、
運
動
に
参
加
す
る
当
事
者
が
そ
の
運
動
に
込
め
て
い
る
意
味
付
与
や
価
値
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
の
︵
ミ
ク
ロ
な
︶
側
面
が
軽
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
逆
に
、
マ
ク
ロ
な
社
会
構
造
レ
ベ
ル
の
変
数
へ
の
関
心
が
希
薄
で
あ
っ
た
と
い
う
課
題
も
抱
え
て
い
ま
し
た
。
社
会
運
動
に
と
っ
て
は
、
資
源
動
員
の
み
な
ら
ず
、︵
ミ
ク
ロ
な
︶
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
、
そ
し
て
マ
ク
ロ
な
政
治
的
機
会
構
造
と
い
う
三
つ
が
重
要
で
あ
っ
て
、
と
く
に
資
源
動
員
と
政
治
的
機
会
の
活
用
が
な
か
な
か
難
し
い
の
だ
、
と
い
う
先
生
の
認
識
は
、
こ
れ
ら
の
緻
密
な
理
論
的
・
実
証
的
研
究
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
新
幹
線
公
害
問
題
に
引
き
続
い
て
、
青
森
県
六
个
所
村
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
問
題
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
み
、
社
会
学
的
な
観
点
か
ら
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
わ
る
研
究
を
切
り
拓
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
六
个
所
村
で
一
〇
138
の
調
査
研
究
は
、
一
九
八
八
年
頃
か
ら
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
︵
私
も
大
学
院
生
の
頃
、
長
谷
川
先
生
に
誘
わ
れ
て
、
故
・
飯
島
伸
子
先
生
も
参
加
さ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。︶
こ
の
ご
研
究
は
、
二
〇
一
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
の
社
会
学
︱
青
森
県
六
个
所
村
﹄︵
有
斐
閣
、
共
著
︶
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
六
个
所
村
で
の
研
究
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
ろ
、
先
生
は
、
上
記
の
と
お
り
、
一
九
九
〇
年
か
ら
九
一
年
に
か
け
て
︵
当
時
の
文
部
省
在
外
研
究
員
制
度
に
よ
り
︶
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
で
在
外
研
究
を
行
い
ま
す
。
こ
の
在
外
研
究
の
機
会
を
利
用
し
て
、
当
時
住
民
投
票
に
よ
っ
て
閉
鎖
さ
れ
た
ば
か
り
の
ラ
ン
チ
ョ
セ
コ
原
子
力
発
電
所
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
原
発
閉
鎖
を
求
め
る
運
動
の
経
緯
や
課
題
等
々
を
、
現
地
で
の
丹
念
な
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
六
个
所
村
の
む
つ
小
川
原
・
核
燃
問
題
を
調
査
し
た
研
究
手
法
に
基
づ
い
た
も
の
で
し
た
が
、
そ
の
成
果
は
一
九
九
六
年
の
単
著
﹃
脱
原
子
力
社
会
の
選
択
﹄
と
し
て
公
刊
さ
れ
ま
す
。
二
〇
一
一
年
の
福
島
原
発
事
故
の
後
に
、
﹁
増
補
改
訂
版
﹂︵
二
〇
一
一
年
︶
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
、
自
治
体
電
力
、
電
力
会
社
の
分
離
分
割
、
脱
原
子
力
へ
の
道
筋
等
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
わ
る
時
代
を
先
取
り
し
た
数
々
の
提
言
に
満
ち
た
こ
の
著
作
は
、
き
わ
め
て
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
領
域
を
越
え
て
、
た
と
え
ば
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海
道
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
の
発
足
に
つ
な
が
っ
た
り
、
北
海
道
浜
頓
別
町
で
の
市
民
風
車
の
建
設
の
き
っ
か
け
と
も
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
社
会
学
者
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
原
発
問
題
・
ア
メ
リ
カ
社
会
に
関
す
る
優
れ
た
分
析
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
画
期
的
な
研
究
成
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
二
〇
〇
三
年
に
は
、
博
士
論
文
︵
東
京
大
学
︶
で
も
あ
る
単
著
﹃
環
境
運
動
と
新
し
い
公
共
圏
﹄︵
有
斐
閣
︶
を
刊
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
著
作
は
、
先
生
の
社
会
運
動
論
と
環
境
社
会
学
の
ご
研
究
を
︵
こ
の
時
点
で
︶
総
括
し
た
と
言
え
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
環
境
社
会
学
の
今
後
の
方
向
性
を
呈
示
し
た
き
わ
め
て
濃
密
で
野
心
的
な
内
容
の
成
果
と
い
え
ま
す
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
社
会
運
動
体
と
そ
の
外
部
環
境
と
の
関
係
を
考
察
す
る
包
括
的
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
上
記
の
と
お
り
、
文
化
的
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
・
政
治
的
機
会
構
造
・
動
員
構
造
と
い
う
三
つ
の
視
角
︵﹁
社
会
運
動
分
析
の
三
角
形
﹂︶
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
あ
と
、
環
境
社
会
学
は
、
い
ま
や
、
政
策
科
学
化
・
理
論
的
深
化
・
学
際
化
・
国
際
化
と
い
う
四
つ
の
課
題
を
伴
っ
た
﹁
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
﹂
へ
と
移
行
し
た
の
だ
、
と
主
張
さ
れ
ま
す
。
そ
の
上
で
、
環
境
負
財
が
排
出
さ
れ
る
﹁
ダ
ウ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
﹂
問
題
を
主
題
化
し
、
資
源
循
環
的
社
会
を
構
想
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
環
境
社
会
学
の
意
義
で
あ
る
と
さ
れ
ま
す
が
、
本
書
の
中
核
的
︵
と
思
わ
れ
る
︶
主
張
の
一
一
一
139
つ
は
、
緊
張
関
係
の
あ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
と
い
う
点
に
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
先
生
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
は
、
環
境
運
動
も
、
告
発
・
抵
抗
型
の
運
動
で
し
た
が
、
今
後
は
む
し
ろ
、
専
門
性
と
政
策
対
案
能
力
を
有
し
た
政
策
志
向
型
の
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
躍
が
必
要
と
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
政
府
・
行
政
、
企
業
と
の
間
で
の
対
等
で
、
領
域
横
断
的
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
限
定
的
で
、
透
明
で
開
か
れ
た
協
働
作
業
・
協
働
関
係
、
す
な
わ
ち
幅
広
い
﹁
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
﹂
の
構
築
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
価
値
観
と
利
害
を
異
に
す
る
問
題
の
関
与
者
同
士
が
、
理
性
的
に
議
論
し
あ
い
、
共
通
の
接
点
を
見
出
し
、
徐
々
に
合
意
形
成
を
積
み
重
ね
て
い
け
る
よ
う
な
場
と
制
度
、
す
な
わ
ち
﹁
理
念
的
で
開
か
れ
た
計
画
決
定
過
程
﹂
と
し
て
の
﹁
新
し
い
公
共
圏
﹂
が
、
現
在
喫
緊
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
の
主
張
は
、
い
ま
な
お
、
傾
聴
に
値
し
ま
す
。
価
値
観
と
利
害
の
壁
を
越
え
た
、
し
か
し
互
い
に
な
れ
合
う
の
で
も
同
化
す
る
の
で
も
な
い
、
緊
張
関
係
の
あ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
︱
考
え
て
み
れ
ば
、﹁
越
境
す
る
人
﹂
で
あ
る
長
谷
川
先
生
ご
自
身
が
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
緊
張
関
係
の
あ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
し
、
ま
た
そ
の
た
だ
中
を
生
き
て
き
た
、
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご
退
職
に
あ
た
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
小
冊
子
︵﹃
カ
タ
ク
リ
の
杜
を
い
く
﹄︶
で
の
回
顧
に
よ
り
ま
す
と
、
以
上
の
よ
う
に
、
原
子
力
発
電
や
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
問
題
で
苦
悩
す
る
﹁
周
辺
﹂
の
地
域
社
会
、
あ
る
い
は
、
東
日
本
大
震
災
や
福
島
原
発
事
故
の
被
災
地
や
被
害
地
域
へ
の
き
わ
め
て
強
い
ご
関
心
は
、
中
学
校
ま
で
過
ご
し
た
、
人
口
１
万
人
の
小
さ
な
山
形
県
最
上
町
で
の
経
験
に
由
来
し
て
い
る
、
と
い
い
ま
す
。
こ
う
し
た
先
生
の
緻
密
な
研
究
の
原
点
に
あ
っ
た
の
は
、
子
ど
も
の
頃
の
、
県
の
境
界
線
に
近
い
こ
の
雪
深
い
町
で
過
ご
し
た
﹁
悲
哀
﹂
に
満
ち
た
現
実
で
す
が
、
し
か
し
同
時
に
先
生
の
ご
研
究
は
つ
ね
に
、
リ
ア
ル
を
踏
ま
え
︵
批
判
し
︶
つ
つ
そ
の
先
に
あ
る
﹁
希
望
﹂
に
向
け
た
数
々
の
提
言
に
も
満
ち
て
い
ま
す
。
未
来
に
希
望
を
託
し
て
﹁
種
を
蒔
い
て
い
く
﹂
こ
と
は
、
先
生
の
教
育
上
の
モ
ッ
ト
ー
で
も
あ
り
ま
し
た
。
先
生
が
お
書
き
に
な
る
文
章
は
、
衒
い
や
韜
晦
の
な
い
、
つ
ね
に
簡
潔
で
力
強
い
明
晰
な
も
の
で
す
が
、
先
生
の
授
業
も
、
社
会
学
の
面
白
み
を
、
は
じ
め
て
学
ぶ
学
生
も
感
じ
取
る
こ
と
の
で
き
る
、
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
し
か
し
学
問
と
し
て
の
深
み
も
同
時
に
味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
、
刺
激
的
な
も
の
で
し
た
。
私
も
、
か
つ
て
の
教
養
部
が
あ
っ
た
時
代
︵
教
養
部
は
そ
の
後
数
年
し
て
解
体
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
︶
に
、
川
内
北
キ
ャ
ン
パ
ス
の
Ｂ
棟
の
や
や
大
き
な
教
室
で
、
よ
く
通
る
声
で
明
晰
に
話
さ
れ
る
長
谷
川
先
生
の
授
業
を
受
講
し
、
そ
れ
以
来
、
社
会
学
の
面
白
さ
に
惹
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
一
人
で
す
。
大
人
数
の
講
義
の
授
業
で
も
、
受
講
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
さ
れ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
一
二
140
も
ち
ろ
ん
、
他
大
学
か
ら
、
先
生
の
ご
指
導
を
仰
ぐ
べ
く
大
学
院
に
入
学
す
る
学
生
も
多
く
、
長
年
に
わ
た
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
大
学
院
生
を
指
導
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
指
導
教
員
・
主
査
と
し
て
審
査
し
た
課
程
博
士
論
文
は
じ
つ
に
九
本
に
の
ぼ
り
ま
す
。
先
生
の
ご
指
導
を
受
け
た
修
了
生
の
多
く
は
、
そ
の
博
士
論
文
を
単
著
と
し
て
刊
行
し
、
ま
た
学
会
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
現
在
、
優
れ
た
研
究
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、﹁
鳥
の
目
と
虫
の
目
﹂
を
併
せ
持
つ
べ
き
だ
と
い
う
、
度
々
先
生
が
口
に
さ
れ
る
助
言
を
教
え
子
た
ち
が
忠
実
に
実
践
し
て
き
た
か
ら
も
し
れ
ま
せ
ん
。
授
業
等
で
先
生
の
薫
陶
を
受
け
た
学
部
卒
業
生
も
、
新
聞
社
や
放
送
、
県
庁
・
市
役
所
等
の
公
務
員
、
企
業
等
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
先
生
が
蒔
い
た
﹁
種
﹂
は
、
い
ま
、
大
き
な
﹁
木
﹂
と
な
っ
て
社
会
に
根
付
い
て
い
ま
す
。
ご
退
職
さ
れ
た
あ
と
も
、
長
谷
川
先
生
に
は
、
何
か
と
ご
指
導
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
お
元
気
に
ご
活
躍
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。
先
生
、
本
当
に
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
